
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 節山梨大学戦では、勝って少しでも順位をあげようと意気込み試合に臨んだ。前半、相手のペースでパスを回

され苦しい時間帯が続く。相手にチャンスを作られるが尚美の DF 陣が体を張って守り、前半は 0-0 で終了。悪い流

れを変えようと後半、交代で入った谷津愛美（1年）が相手 DF の背後に飛び出してパスを受け、ドリブルで相手自

陣のペナルティーエリアまで運び、ドリブルでサイドから中に切り込み、相手のファールを誘い、倒され PKを獲得

する。蹴るのは、キャプテン野口郁美（4年）。これをしっかり決め、勝利へ導いた。 

第 9 節筑波大学戦では、来年に繋げるためにも勝利で飾りたかった。前半の入りにチャンスを作るが、ゴールを決

めることができなかった。相手にボールを保持され、先制点を決められる。尚美は点を取りに行こうと相手陣内に

ボールを運ぶが、なかなかゴールまで繋げることができず、逆に相手に追加点を与えてしまい前半を 0-2 で折り返

した。後半、逆転して勝とうと円陣を組んでピッチに入った。何とか 1 点を返そうと攻撃を組み立てていたが、ミ

スを狙われ、またもや追加点を奪われてしまった。それでも尚美の選手は最後まで諦めずに闘かったが、結果は 0-3

で終了。今年 1 年、「1部昇格」を目指してきてやってきたが、その目標を達成することができなかった。残された

選手には、来年「1部昇格」をすることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 大学名 勝ち点 試合数 勝 分 負 得失点差 

1 関東学園大学  24  9 8 0 1 27 

2 筑波大学  24  9 8 0 1 13 

3 山梨学院大学  17  9 5 2 2  12 

4 東海大学  15  9 5 0 4  -1 

5 国士舘大学  14  9 4 3 2  5 

6 尚美学園大学  13  9 4 1 4  2 

7 山梨大学  12  9 4 0 5  6 

8 東京女子体育大学  6  9 2 0 7  -19 

9 十文字学園大学  6  9 2 0 7  -20 

10 日本女子体育大学  1  9 0 1 8  -29 

 

 

   

関東 LigaStudent2016 ～ファイナルラウンド～ 

■９～１６位トーナメント 

第 1試合 vs 日本女子体育大学  0-0 (5-4) ○ 

第 2試合 vs 湘南学院高校    0-0(4-5) × 

第 3試合 vs 本庄第一高校    2-0 ○ 
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ユニバーシアード 
日本女子代表候補 

3 年 染矢海優 

今シーズンも暖かい応援ありがとうございました。今年は思

うような結果は出せませんでしたが、それ以上に得るものは

大きかったと思います。後輩たちにはこの悔しさを忘れず、

来年こそは 1 部に昇格してもらいたいと思います。私たち 4

年は 23 日をもって引退します。最後まで自分達らしく後輩た

ちに少しでも何か残せるように全力を尽くしますので、どう

か最後まで応援よろしくお願いします。 

4 年 女子サッカー部 神山ゆい 

12 日（月）関東女子大学サッカーリーグ 

     表彰式 18：00～ 

19 日（月）練習試合 VS 花咲徳栄高校 

21 日（水）納 会 17：00～カフェテリア 

23 日（金）引退試合 

ユニバーシアード日本女子代表候補に選ばれ、 

12 月 6 日（火）～8日（木）までトレーニングキャンプに参

させていただきました。他チームの選手とトレーニングをす

る事で、学ぶ事や刺激を受けることが多くあり、とても良い

経験となりました。今回は候補合宿に参加したが、来年行わ

れるユニバーシアード競技大会に参加できるよう、チームで

頑張りたいと思います。  3 年 染矢海優 

 

選出!! 

12 月 4 日（日）に行われた最終戦の相手は武蔵丘                             

短期大学。今シーズン最後の公式戦となった。                             

笑って終わるためにもこの試合に勝ちたかった。                             

前半、相手 DF が後ろを向いてボールを持っていたと

ころを奪い、シュートを打つがキーパーに止められ、

チャンスを決めきることができなかった。その後に先

制点を許し、相手のペースで試合が進む。同点にしよ

うと攻めるが、パスがなかなか繋がらない。そして、

ミスを逃さなかった相手に 3 点を奪われ、結果は 

0‐4。これで全ての公式戦が終了した。 

 


